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坪田譲治 （一八九〇 （明治二三） 年―一九八二 （昭和五七） 年）




















































































































































































































































































































































































































葉市登戸の住所が一九三六（昭和一一）年九月一五日に「寒川羽根子」から「登戸」へ変更されていることから、一九三七（昭和一二）年以降と推定され、 本文中の雑誌『文学生活』が一九三六年六月から一九三七年にかけて発行された雑誌であることから、一九三七年 月二四日に記されたものと推定され 。
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編小説「朝の礫」を発表した。民喜自身の分類で、幼年時代を描いた作品をまとめた「幼年画」に収められた一篇で、 「幼年画」のなかでは唯一、戦後に執筆された作品である。戦前、民喜は主に二種類の小説を執筆した。庇護者であった父が生きていた頃 幸福な幼年時代を描い 「幼年画」と、死者と現世の入り混じった幻想を描いた「死と夢」である。義弟佐々木基一によれば、 民喜は一九四五（昭和二〇）年二月には、作品を分類して、 「死と夢」と「幼年画」という題名をつけてまとめ お 、一九五一（昭和二六）年の自死を前にして、 「朝の礫」を「幼年画」に加えたという（佐々木基一「解説」 （ 『原民喜作品集』全二巻、角川書店、一九五三（昭和 八）年三月） 。
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喜が譲治を訪問する際、前もって自作原稿を送付しておき、面会した際に譲治から直接原稿に対する指導を受けていた様子が窺われることは注目される。 また書簡Ｈ２および書簡Ｈ９では、民喜は譲治の小説や随筆に対する感想 伝えて り、民喜が文学的出発の時期に譲治から受けた影響は看過できない。　
民喜は一九三五（昭和一〇）年三月に詩的な短文をまとめた










盤に小説や童話を著し、 一九二五 （大正一四） 年 一九二六 （大正一五）年にかけて「正太」を主人公とした 連の「正太もの」を執筆し、昭和期に入ると「善太・三平もの」に移行して作品発表 重ねていた譲治の影響を見ることができるだろう。両者とも、幼年時代を小説 著し、幼年時代へ 郷愁や幻想、病的な神経等の共通した作風 特徴をもっており、戦前の 子どもを主人公に描いた作品が、譲治との交流 なかで育まれた
「日記抄」とアンケート形式の「わたしのメッカ・ぼくのメッカ」に一文を寄せ、同年五月には民喜が「青葉の頃」 、六月には譲治が「親ごころ」を寄稿しており、同誌は、民喜が小説を初めて寄稿した雑誌というだけでなく、両者 執筆した雑誌であることから、二人は雑誌『メッカ』を媒介として出会っ ものと推測される。　
なお、 『メッカ』に掲載された「詩詠二章」 「青葉の頃」は、
これまで民喜の年譜から落ちており このたび確認して判明した。いずれも「かげろう断章」の「付録の散文詩」 含まれる詩篇で、 「かげろう断章」は生前未発表、一九五六（昭和三一）年、 『原民喜詩集』 （青木文庫版）の初出である。　
民喜が頻繁に譲治を訪れ、師事した時期は、一九三六（昭和
一一）年頃から、妻が結核を発症した一九三九（昭和一四）年頃までの約三年間と推測される。それ以後民喜は、妻の病床に付き添う日々となり、作品発表数 減るため、上京して譲治の元を訪れる機会はほとんど無かったと考えら そして、民喜の人生と文学は、一九四四（昭和一九）年の妻の死と翌年原爆被災で一変した。戦後は 当時の民喜の生活や文学状況からも、譲治との直接的交流 持てなかったのではない 推測される。
五二
葉の海は郷土の海の、幼年時代に初めて海をみたときの記憶へとつながっていた。民喜は、この詩で妻に熱く語っ 表しているように、譲治にも幼年時代の海 思い出を伝え、小説化した「不思議」も読んでもらっていたことだろう。文面で多くを語らずとも、このときの二人には充分に通い合う土壌が築かれており、絵葉書を受け取 た譲治 、 「子供 四季」の連載を応援する民喜の励ましが届いた と想像される。　
そして、書簡Ｈ７からは、譲治が民喜を雑誌『日本浪曼派』
へ紹介している様子も窺われ、注目される。駆け出し 頃 民喜にとって、譲治からのそうした推薦は有難い のであったに違いない。　
戦後になると、一九四七（昭和二二）年七月九日消印の書簡

















として、最も早いもの し 確認されている書簡が書簡Ｈ１である。この書簡における日付けは、一九三六（昭和一一）年三月で り、 時点 出会いの状況について考える際、二人の年齢は、譲治四六歳、民喜三〇歳である。譲治は前年の四五歳にして、 『改造』 発表された小説 「お化け 世界」 によって、ようやく文壇から注目され ようになった作家であり、さらに文壇で不動 位置を占め始めるきっかけ なる小説『風の中の子供』 （一九三六年九月～一一月
　『東京朝日新聞』夕刊）
や小説『 の 季』 （一九三八（昭和一三）年一～六月『都新聞』 ）が世の話題にのぼるよりも以前に民喜が を訪れて「御教導下さい」と依頼していることは注目に値する。ここに、譲治は、世間的な評判によらず、自らの文学に対して本質的な理解と共感を持って慕ってくる民喜の姿に好感をもったことが推測される。
次作への意欲もみられるが、妻の死と原爆被災の体験により人生の一変させられていた民喜には、牧歌的な幼年時代に帰することは叶わず、以後、 「幼年画」に連なる作品を発表することはなかった。	 その後、一九四九（昭和二四）年末で雑誌『三田文学』の編集を辞し、執筆 みに集中、経済的に行き詰まり 自死への傾斜が深まり 既に自死を考えていたと思われる最晩年の一九五〇（昭和二五）年から一九五一（昭和二六）年にかけて、民喜は「雄二」 主人公に童話を描いた。七編の童話は幼年時代の思い出を元に描いた「幼年画」とは異なり 象徴性の高い詩的な作風となっている。また、子ども向け 仕事として、 『ガリバー旅行記』の翻訳にも取り組んだ。このように 死を前にして、子ども向けの仕事に向かっ のは、民喜 文学が、譲治のもとで育まれた幼年時代に対す 郷愁が基盤となっていた証であり、生活や将来の不安などのこの世の制約 ら 分 解き放とうとするとき、最後、自己 もっと 核となっている部分を世に提出しよう したからであろう。	 このように民喜にとって譲治は、慈父のような師であり、民喜の文学生活の出発点において、幼年時代を小説化する上で大きな影響を与え、励ま 、導いてく 師であったと え の
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の学生たちがいる。早大童話会は、一九二二（大正一一）年に創設されていた 、一九三五（昭和一〇）年に早大童話会の岡本良雄や水藤春夫らによって依頼を受けた譲治は、この頃から顧問の立場で若者への児童文学方面での導きをするようになっていった。しかし、民喜はそのようなグループやその他の集団とは関係なく個人的に譲治宅を訪れているようであり、しかも民喜が書簡中に譲治の文 について触 ジャンルは 随筆と小説である。そ うえ、民喜は、小説において子ども 子ども時代を描くことについて、書簡Ｈ
11のように、波多野完治
による児童心理学の方面からも譲治文学が児童心理の小説 あるとする理解を及ぼし たことがわかる。さらに 民喜が書簡Ｈ
13のように自らも「子供を題材に」書く小説を創作する思
いについて譲治に伝えよう する気持ちのなか は、譲治文学の根底 、子どもや子ども時代に対する描写を通 て の本質を見極めようとする真意を汲み取っていたことが推測される。そうであれば、 譲治を慕ってくる若手作家はまだ少ないなかで、譲治にとっての民喜は、譲治が力を注ご し 小説における子どもの描写について理解を及ぼした数少ない存在の一人 いうことになる。つまり、譲治は、大正期には子どもを描く小説
